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第404回公開テスト 小3算数 解説動画(2026年1月11日実施) https://vimeo.com/1153112484/3cba9a8188

希学園 第 回 小 公開テスト 解説動画

下記、URLよりご視聴いただけます。

動画タイトル URL



希学園 第404回公開テスト 小３ 算数 2026年１月11日実施 模範解答 制限時間30分

920 421 25 228
(か月) (mL)113 992 ９ 250

(倍) (倍) (人)69 ７ ６ ４

㎝ ㎝17 22

日 月 日19 ７ ２

こ こ10 30

㎝ ㎝30 20

通り 通り４ 12

(配点) ；各５点×12 他；各４点×10



希学園 第404回公開テスト 小３ 算数 2026年１月11日実施 解説
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３３－５＝２８ ２８＝４×７

よって， ＝７(倍)

５－１＝４…たての間かくの数

２５－１＝２４…横の間かくの数

２４＝４×６より，横の長さはたての長さの６倍。

１１＋９＝２０(人)…国語が好きな人

２０＝１０×２より，国語がきらいな人は１０人。

２０＋１０＝３０(人)…クラスの人数

３０＝１５＋１５より，算数が好きな人は１５人。

１５－１１＝４(人)…算数だけ好きな人

問題の図から，２＋△＋２＋△＋２＝４０(㎝)
もんだい

４０－２－２－２＝３４(㎝)

３４＝１７＋１７より，△は１７㎝。

右の図で，イは，

４０－２－２＝３６(㎝)

よって，アは，

５４－２－２－２－３６

＝１２(㎝)

□は，４０－２－２－２－１２＝２２(㎝)

日の数の方が多い…１月から１２月まである。

これは１２日。

月の数の方が多い…６月から１２月まである。

１２－６＋１＝７(日)

よって，１２＋７＝１９(日)

より，１月から５月までに５回あり，

６月からは毎月２回ある。

８－５＝３(回)

３＝２＋１より，７月の１回目。よって７月２日。

①□

ア

ア

イ

イ

だん数で場合分けをする。

たとえば右の図は２だんの

四角形。

１だんの四角形…４こ

２だんの四角形…３こ

３だんの四角形…２こ

４だんの四角形…１こ

よって四角形は，４＋３＋２＋１＝１０(こ)ある。

たて線によって，同じだんでも，四角形は１つか

ら３つにふえる。どのだんでも，四角形１つが３

つにふえることになるので，四角形は，

１０×３＝３０(こ)ある。

と のまわりの長さが同じで，

と はたての長さが同じなの

で，横の長さも同じ。

おり返す前の正方形を考えると，
かえ

９０＝３０×３より，

□は３０㎝。

と のまわりの長さが同じな

ので，たて＋横も同じ。

右の図から，

３０＋○＝６０＋△

→ ○は△より３０㎝長い。

９０－３０＝６０(㎝)…△３つぶん

６０＝２０×３より，△は２０㎝。

３日間すべて，１校ずつ受験するとき。

(ＣかＤ)→Ｅ→(ＦかＧ)なので，

２×１×２＝４(通り)

１校目で場合分けをする。

１校目がＡのとき…２校目はＦかＧの２通り

１校目がＢのとき…２校目はＦかＧの２通り

１校目がＣのとき…２校目はＥかＦかＧの３通り

１校目がＤのとき…２校目はＥかＦかＧの３通り

１校目がＥのとき…２校目はＦかＧの２通り

よって，２＋２＋３＋３＋２＝１２(通り)

(配点) ；各５点×12 他；各４点×10

(２だんの四角形)
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